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　平成26年９月10日発行　岡山県医師会報第1389号【問18】在宅患者訪問診療料（同一建物居
住者の場合）P38、39頁について（１）国保解釈の回答を以下のとおり訂正させていただきます。

ⓑ　例１（死亡者と同一建物・同一日にその他１人）
　 　両者とも［１］の833点の算定となります。但し、同一建物居住者ですので別紙様式14の
記載要領をお願いします。

ⓒ　例２（死亡者と同一建物・同一日にその他２人以上）
　　死亡者は［１］の833点、その他は［２］の103点又は203点。
　 　但し、どちらも同一建物居住者ですので在宅患者訪問診療料２を算定する場合は別紙様式
14の添付記載要領をお願いします。

　　ⓑとⓒについて別紙様式14にコメントをお願いします。

※ 在宅患者訪問診療料１の算定となる場合には別紙様式14の添付の必要はありません。訪問診
療を実施する要件として訪問時間、場所等を診療録に記載することとなっています。
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高梁医師会の活動報告

　高梁医師会は毎年恒例の納涼会を岡山県
医師会との情報交換と親睦を兼ねて、執行
部の先生方のご臨席のもと開催しておりま
す。
　今年は８月２日土曜日に高梁国際ホテル
で季節の鮎料理を楽しみながら催しまし
た。
　県医師会からは石川 紘会長と松山正春
理事のご参加をいただき、高梁医師会は11
名の会員が参加して鶴見尚和幹事の司会進
行により始まりました。
　来賓挨拶として石川会長からは、とにか
く皆さん顔見知りになって、おいしいお酒
を飲んで楽しみましょう、とご挨拶をいた
だきました。
　池田前会長の乾杯に続き、松山理事から
は県医師会の活動報告や日本医師会の最新
情報をお教えいただきました。特に、新し
い県医師会館建設の進み具合とそれにまつ

わる諸問題の話をおうかがいしました。
　高梁医師会からは３年前から高梁市と協
働で取り組んでいる在宅医療連携拠点事業
の進捗状況について、経過と現状、行政と
の連携の在り方等をまとめてご報告しまし
た。都会では2025年問題が取り上げられて
いますが、地方の中山間地域では2025問題
はすでに通り過ぎつつあり、高梁市域に
あった計画に取り組んでいこうとしている
ことをお話ししました。また晴れやかネッ
ト拡張機能を利用することで、多職種間の
情報交換と24時間対応がスムーズにいくも
のと期待しています。
　この様な話題と四方山話で時の過ぎるこ
とも忘れ、有意義で楽しいひと時を過ごす
ことができました。石川先生、松山先生、
お忙しい中ご参加いただきありがとうござ
いました。
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